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　FD 研究検討委員会は、FD に関わる大学設置基準の改正（2008 年度）に先立ち、2006 年
12 月に発足した。本委員会の設置は、高等教育研究開発推進センターが 2006 年 7 月に、学























　FD 研究検討委員会の活動は、二つの WG を中心とした活動の他、委員会としての活動の三
つのレベルで活動が行われてきている。
　第 1WG では、FD 研究検討委員会のホームページを開設（http://www.fd.kyoto-u.ac.jp/）し、
委員会の活動に関わる資料や記録、また、各部局の FD や教育改善関係の資料等を収集し、そ
れらはホームページ上で参照・共有することができる。
　第 2WG では、高等教育研究開発推進センターとの共催、協力の形をとりながら、プレ FD、




① 第 1WG の活動
  ◇ホームページの充実


















② 第 2WG の活動
  ◇大学院生のための教育実践講座（第 9 回）
　2013 年 8 月 5 日（月）10:00 ～ 18:30 に、京都大学百周年時計台記念館 2 階の国際交流ホー
ル、および、会議室を利用して実施された。参加者数は、Basic コース 55 名、Advanced コー





基礎現代文化学系ゼミナール（木曜 5 限）、行動・環境文化学系ゼミナール（木曜 5 限）で、前期、
後期に行われている。リレー講義担当講師は相互に参観し、自分の授業実施も含めて、上記ゼ
ミナールの公開授業および 20 分程度の授業検討会に 8 回以上参加すること、および、2014
年 2 月 20 日（木）13:00 ～ 18:30 に行われる事後研修会に参加することを前提として、総長
の修了証が授与される。詳しくは、Ⅱ−2. を参照されたい。
　◇工学部教育シンポジウム













　第 4 回目となる新任教員教育セミナーが、2013 年 9 月 10 日 13:00 ～ 18:30、百周年時計
台記念館 2 階で、ミニ講義、「私の授業（鎌田浩毅人間・環境学研究科教授）」の紹介、グルー
プ討論などのプログラムが実施された。新任教員の参加は 89 名。詳しくは、Ⅱ−4. を参照さ
れたい。
　◇ FD 研究検討委員会「勉強会」
　本年度の FD 研究検討委員会の勉強会（通算第 9 回）は、「学生の自主的な学習を促す取組」








II − 2.　文学研究科プレ FDプロジェクト
1.　文学研究科プレ FDプロジェクトの概要
1‒1.　京都大学のプレ FD
　プレ FD とは、これから大学教員（ファカルティ）になろうとする大学院生や OD（オーバー
ドクター）・ポスドクのための職能開発の活動を指す。「プレ FD」という用語は和製英語であり、




育実践講座」（II-3 参照）をはじめ、いち早くプレ FD に取り組んできた大学の一つである。
1‒2.　5年を終えた文学研究科プレ FDプロジェクト










































代文化学系、行動文化学系の 3 つであり、それ以上には増えていない。 
 
表１ 文学研究科プレ FD 参加者数 
25 15 9 10 8
6 10 9 11 10



















































1–3．2013 年度文学研究科プレ FD プロジェクトスケジュール 
 
1–3–1．前期スケジュール 
文学研究科プレ FD プロジェクト事前研修会 
2013 年 4 月 4 日 京都大学文学部新館 
＜プログラム＞ 
第 1 部 プロジェクトの全体像をつかむ 
 挨拶（文学研究科准教授 伊勢田哲治） 
 プロジェクトの概要説明（文学研究科教授 福谷茂、高等教育研究開発推進センター准教
授 田口真奈） 
 昨年度の授業の様子（高等教育研究開発推進センター特定助教 田中一孝） 
 先輩の声（文学研究科教務補佐員 小城拓理・田林千尋・佐金武） 
第 2 部 授業設計について知る 
 授業のデザインと振り返り－ワークシートの活用－（高等教育研究開発推進センター教授
松下佳代） 




2013 年 4 月 11 日～7 月 25 日 毎週木曜日 2 時限 10:30～12:00 
検討会 12:00～12:20 
＜授業テーマ＞ 
赤嶺 宏介   「入門」と「オリエンテーション」：カントによる哲学案内 
山田 貴裕   意味論的実在論論争 
君嶋 泰明  ハイデガー哲学入門―その初期の歩みから「存在と時間」まで 
太田 裕信 京都学派と哲学 
     前期のまとめ 
 
基礎現代文化学系ゼミナール 
2013 年 4 月 11 日～7 月 25 日 毎週木曜日 5 時限 16:30～18:00 
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基礎現代文化学系ゼミナール













































































































結果を示したい。2012 年度は 3 つの系から、12 名の回答を得た。アンケートの内容は、資






















　以下は、質問 4.「プレ FD プロジェクト全体に対するあなたの意見・感想を教えてください。」
という設問への回答を列挙したものである。高い満足度の理由が垣間見える。
























































































結果を示したい。2012 年度は 3 つの系から、12 名の回答を得た。アンケートの内容は、資料 1
に示したように、本プロジェクトの 3 つの柱である「リレー講義を担当すること」「リレー講
義後の検討会に参加すること」「事後研修会に参加すること」のそれぞれの満足度を 5 点満点
で 、その理由を問うものである。アンケートからは、いずれも平均 4 点以上と高い満足度
であることがうかがえ （表 2）。 
 

























































































































































































































































































































































































文学部・プレ FD の挑戦』勁草書房 
 



































































































京都大学 FD 研究検討委員会 
 










































































































日時：平成 年 月 日（木）時 分




13:15 受     付 ( 学 務 部 )  
 開会式 ᵏᵎᵔᴾ
 
開会の挨拶：高等教育研究開発推進センター長 教授 大塚雄作  
 













高等教育研究開発推進センター  准教授   田口真奈  




文学研究科 教務補佐員 田中一孝  
 
文学研究科 教務補佐員 田林千尋  
 セッション ミニ講義 ᵏᵎᵔ
 
「大学授業をどう創るか」 
高等教育研究開発推進センター  教授 松下佳代 
 
15:15 休          憩   ・   移    動  
  
 
 セッション グループディスカッション           ᵏᵎᵔ・ᵐᵎᵏ・ᵐᵎᵓᴾ
 
グループディスカッション(30 分) 
   テーマ１：「学生の多様性にどのように対応するのか」 
   テーマ２：「学生をどう授業に巻き込むのか」 
   テーマ３：「学びを促す授業デザイン」 
ミニミニ講義(5 分)  
テーマ１：   文学研究科       教務補佐員 小城拓理 
テーマ２：高等教育研究開発推進センター  准教授  田口真奈 
テーマ３：高等教育研究開発推進センター 特定研究員 坂本尚志 
 グループのまとめ(20 分) 




司   会：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈  
 閉会式 ᵏᵎᵔ
 
閉会の挨拶：文学研究科長 教授 服部良久  













　平成 17 年度に第 1 回が実施されて以来、毎年、年に一度の頻度で開催され、今年度で 9 度
目の実施となる。平成 18 年度までは、高等教育研究開発推進センターが企画、運営していたが、


































　本講座は、2013 年 8 月 5 日（月）10 時から 18 時 30 分まで、京都大学百周年時計台記念





ト（資料 3）、事後アンケート（資料 4, 5）を掲載している。
3‒2.　参加者数とグループ構成
　今回実施された本講座への参加者数は、Basic コース 51 名、Advanced コース 17 名の計
68 名であった。参加者の所属研究科および階層（修士課程・博士課程・OD や PD を含む研
究員など）ごとに、その内訳の詳細を表 1 に示す。
　昨年度の参加者数（48 人）に比べ、今年度は大幅に参加者が増加した。これは人間・環境




が見られた（昨年度 12 部局→ 19 部局）。また、今年度の Basic コース参加者は、修士課程と
博士課程の大学院生がほぼ半数ずつとなっており、幅広い学年に見られたことが特徴である（た
だし Basic コース修了を前提とした Advanced コースの参加者は全て博士課程や OD・PD 等






















表 2 にある 10 項目を選択肢として設けた。表 2 に示した通り、Basic コースにおいては指導
教員と友人からの誘い、E メール・郵便による案内が、Advanced コースにおいては、その他
の教員から誘いが多かった。
表 2.  講座を知ったきっかけ（複数回答可）[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]







文学研究科 1 1 2 2
教育学研究科 6 6 1 1
人間・環境学研究科 18 5 12 1 6 4 2
工学研究科 1 1
医学研究科 2 2
農学研究科 4 1 3
理学研究科 4 4
情報学研究科 1 1
生命科学研究科 1 1 1 1

























4–1.  本講座を知ったきっかけ 
 まず、どのようにして本講座を知ったのかを調べるために、「この講座のことをどのようにして
知りましたか？（あてはまるものの番号をすべて○で囲んで下さい）」という質問を行い、表 2




表 2.  講座を知ったきっかけ（複数回答可）[左: Basic コース、 右: Advanced コース] 
   
 







文学研究科 1 1 2 2
教育学研究科 6 6 1 1
人間・環境学研究科 18 5 12 1 6 4 2
工学研究科 1 1
医学研究科 2 2
農学研究科 4 1 3
理学研究科 4 4
情報学研究科 1 1
生命科学研究科 1 1 1 1

























4–1.  本講座を知ったきっかけ 
 まず、どのようにして本講座を知ったのかを調べるために、「この講座のことをどのようにして
知りましたか？（あてはまるものの番号をすべて○で囲んで下さい）」という質問を行い、表 2




表 2.  講座を知ったきっかけ（複数回答可）[左: ic   dvanced コース] 






　問 2 の「大学での教育経験があるか？」については、Basic コースでは、「なし」が 28 名、「TA」
が 22 名、「非常勤講師」が 4 名であった。Advanced コースでは、「なし」が 6 名、「TA」が 6 名、
「非常勤講師」が 7 名であった（表 3）。以上のように、Basic コース参加者は、教育経験がな
い者が全体の半分を占め、また教育経験のある者のほとんどが TA であった。Advanced コー
ス参加者は、3 割以上の参加者に教育経験が無いが、これは図書館職員が 4 名いたことによる。
　問 3 の「大学教員にどの程度なりたいか？」（5 件法、「1：まったく希望していない」から「5：
非常に希望している」）については（表 4）、Basic コースでは、「非常に希望している」「やや




表 3.  大学での教育経験（複数回答可）　[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]
表 4.  大学教員になることを希望するか　[ 左 : Basic コース、 右 : Advanced コース ]
4‒3.　本講座の受講動機
　問 4 では、本講座の受講動機を 8 つの質問によって尋ねた。以前は自由記述によって受講
動機を尋ねていたが、3 年前からは、それまでの自由記述を元にした質問項目によって尋ねる
こととした。全ての質問は「1. 全くあてはまらない」～「5. 非常に当てはまる」の 5 件法で
尋ねられた。表 5 に質問項目と、各コースの質問に対する平均値を示す。
　
4–2.  大学での教育経験と教員への志望の度合い 
 次に、大学での教育経験と教員への志望の度合いを調べるため、問 2 で「大学での教育経験が
あるか？」、問 3 で「大学教員にどの程度なりたいか？」という質問を行った。 
 問 2 の「大学での教育経験があるか？」については、Basic コースでは、「なし」が 28 名、「TA」
が 22 名、「非常勤講師」が 4 名であった。Advanced コースでは、「なし」が 6 名、「TA」が 6 名、
「非常勤講師」が 7 名であった（表 3）。以上のように、Basic コース参加者は、教育経験がない
者が全体の半分を占め、また教育経験のある者のほとんどが TA であった。Advanced コース参加
者は、3 割以上の参加者に教育経験が無いが、これは図書館職員が 4 名いたことによる。 
 問 3 の「大学教員にどの程度なりたいか？」（5 件法、「1：まったく希望していない」から「5：
非常に希望している」）については（表 4）、Basic コースでは、「非常に希望している」「やや希望





表 3.  大学での教育経験（複数回答可） [左: Basic コース、 右: Advanced コース] 
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表 4.  大学教員になることを希望するか [左: i  : vanced コース] 
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4–3.  本講座の受講動機 
 問 4 では、本講座の受講動機を 8 つの質問によって尋ねた。以前は自由記述によって受講動機
を尋ねていたが、3 年前からは、それまでの自由記述を元にした質問項目によって尋ねることと
した。全ての質問は「1. 全くあてはまらない」～「5. 非常に当てはまる」の 5 件法で尋ねられた。
表 5 に質問項目と、各コースの質問に対する平均値を示す。 
  
4–2.  大学での教育経験と教員への志望の度合い 
 次に、大学での教育 への志望の度合いを調べるため、問 2 で「大学での教育経験が
あるか？」、問 3 で「大学教員にどの程度なりたいか？」という質問を行った。 
 問 2 の「大学での教育経験があるか？」については、Basic コースでは、「なし」が 28 名、「TA」
が 22 名、 非常勤講師」が 4 名であった。Advanced コースでは、「なし」が 6 名、「TA」が 6 名、
「非常勤講師」が 7 名であった（表 3）。以上のように、Basic コース参加者は、教育経験がない
者が全体の半分を占め、また教育経験のある者 ほとんどが TA であった。Advanced コース参加
者は、3 割以上の参加者に教育経験が無いが、これは図書館職員が 4 名いたことによる。 
 問 3 の「大学教員にどの程度なりたいか？」（5 件法、「1：まったく希望していない」から「5：
非常に希望している」）については（表 4）、Basic コースでは、「非常に希望 る」「やや希望
している」と回答した者が約 8 割であった。Advanced 図書館職員を除いた全員が「非
常に希望している」「やや希望している」「どちらとも言えない」のいずれかを回答した。Basic
コース、Advanced コースともに大学教員になりた と考える参加者が多いことが分かる。 
 
 
表 3.  大学での教育経験（複数回答可） [左: Basic コース、 右: Advanced コース] 
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表 4.  大学教員になることを希望するか [左: Basic コース、 右: Advanced コース] 
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4–3.  本講座の受講動機 
 問 4 では、本講座の受講動機を 8 つの質問によって尋ねた。以前は自由記述によって受講動機
を尋ねていたが、3 年前からは、それまでの自由記述を元にした質問項目によって尋ねることと
した。全ての質問は「1. 全くあてはまらない」～「5. 非常に当てはまる」の 5 件法で尋ねられた。
表 5 に質問項目と、各コースの質問に対する平均値を示す。 
  
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　問 5 以降は、Advanced コースでのみ尋ねた。問 5 は、模擬公開授業・検討会で授業者となり、
模擬授業を行うことは可能であるかを尋ねた。「行うことは可能」は0名、「条件によっては可能」
は 3 名、「行うことは不可能」は 14 名であった。「条件によっては可能」という回答が得られ
た受講生から、教育学研究科より 1 名、白眉センターより 1 名を選出し、模擬授業を担当し
てもらった。
4‒5.　大学以外での教育経験、大学教育への問題意識
　問 6 では、教員免許取得の有無を尋ねた（複数回答可）。「小学校」1 名、「中学校」7 名、「高
等学校」9 名、「その他」0 名、「なし」8 名と、教員免許を持つ者が半数程度であった。
　問 7 では、初等・中等教育での指導経験の有無を尋ねた（複数回答可）。「小学校であり」2 名、
「中学校であり」1 名、「高等学校であり」4 名、「なし」11 名と、経験を持たない人が多かった。
　問 8 では、塾・家庭教師などでの指導経験の有無を尋ねた。「あり」が 14 名、「なし」が 3 名と、
経験者が相対的に多かった。
　問 9 では、学部生時代に受けた授業への満足度を尋ねた。「1. まったく満足していない」か
ら「5. 非常に満足している」までの 5 段階で評定を行った。その結果、「5. 非常に満足している」
が 1 名、「4. まあまあ満足している」が 6 名、「3. どちらともいえない」が 6 名、「2. あまり











大学での教育活動に関心があるから 4.51 4.41 
大学で教えるための知識・技術を身につけたいから 4.31 4.24 
大学教育について考える機会が欲しかったから 4.43 4.00 
実際に教育に関わる中で悩んだり困ったりしたことがあるから 3.00 3.24 
他の大学院生が大学教育についてどのような考えをもっているか知りたいから 3.63 3.24 
他の大学院生と、大学教育について意見交換したかったから 3.52 3.12 
他の大学院生と人間関係をつくりたかったから 3.55 2.53 










– .  Advanced コース準備のための質問 
Ad ced コースでのみ尋ねた。問 5 は、模擬公開授業・ 者となり、
可能であるかを尋ねた。「行うことは可能」は 0 名、 ては可能」
行うことは不可能」は 14 名であった。「条件によっては可能」という回答が得られた受




6 有無を尋ねた（複数回答可）。「小学校」1 名、「中学校」7 名、「高等
学校」9 名、「その他」0 名、「なし」8 名と、教員免許を持つ者が半数程度であった。 
 7 中等教育での であり」2 名、
「中学校であり」1 名、「高等学校であり」4 名、「なし」11 名と、経験を持たない人が多かった。 
 問 8 では、塾・家庭教師などでの指導経験の有無を尋ねた。「あり」が 14 名、「なし」が 3 名と、
経験者が相対的に多かった。 
 問 9 では、学部生時代に受けた授業への満足度を尋ねた。「1. まったく満足していない」から
「5. 非常に満足している」までの 5 段階で評定を行った。その結果、「5. 非常に満足している」
が 1 名、「4. まあまあ満足している」が 6 名、「3. どちらともいえない」が 6 名、「2. あまり満足
していない」が 4 名、「1. まったく満足していない」が 0 名という結果で、満足度の平均は 3.2
であった。 










































































員から回答が得られた（Basic コース 51 名、Advanced コース 17 名）。
5‒1.　本講座の全体的な満足度
　本講座の全体的な満足度について、「本講座の参加満足度は全般的にどのようなものですか」

















































ら回答が得られた（Basic コース 51 名、Advanced コース 17 名）。 
 













































5.  事後アンケー  
 
 本講座 すべ した時点で、 後アンケートを実施した（資料 4）。
参加満足 する有意義度および改善すべき点について、評定と自由記述をも
とに構成した。質問事項は、基本的に昨年度とほぼ同様にものとした。当日参加者のうち全員か
ら回答が得られた（Basic コース 51 名、Advanced コース 17 名）。 
 
5–1.  本講座の全体的な満足度 
 本講座の全体的な満足度について、「本講座の参加満足度は全般的にどのようなものですか」と
− 42 −
階で評定を行った。Basic コースは平均 4.57 点（グループ討論 : 4.70、ミニ講義 : 4.45、ボディ・
ワーク : 4.02）、Advanced コースは平均 4.35 点（模擬授業・検討会 : 4.41、グループ討論 : 4.70）
となり、全体的には、本講座に対する高い満足度がうかがえる。ボディ・ワークについては、
昨年度（3.78）に比べ改善が見られた。これは昨年度のアンケートを踏まえ、今年度からセッ
ションの時間を 100 分から 80 分に短縮した点によるかと思われる。
5‒2.　本講座の満足度の理由（自由記述）
　本講座に対する満足度の理由に関する自由記述を以下に資料として挙げる（表 8、表 9）。
表 8.  満足度の評定とその理由（Basic コース）
いう質問に対し、「1. まったく満足していない」から「5. 非常に満足している」までの 5 段階で
評定を行った。Basic コースは平均 4.57 点（グループ討論: 4.70、ミニ講義: 4.45、ボディ・ワーク: 
4.02）、Advanced コースは平均 4.35 点（模擬授業・検討会: 4.41、グループ討論: 4.70）となり、全
体的には、本講座に対する高い満足度がうかがえる。ボディ・ワークについては、昨年度（3.78）
に比べ改善が見られた。これは昨年度のアンケートを踏まえ、今年度からセッションの時間を 100
分から 80 分に短縮した点によるかと思われる。 
 
5–2.  本講座の満足度の理由（自由記述） 
 本講座に対する満足度の理由に関する自由記述を以下に資料として挙げる（表 8、表 9）。 
 



































































































































































































































































































































































































































































までの 5 段階で評定してもらった。その結果、「5. 強くそう思う」が 16 名（31.4％）、「4. そ
う思う」が 23 名（45.1％）、「3. どちらとも言えない」が 9 名（17.6％）、「2. あまりそう思



























































































であるので、全学にお て、より広報 力を入れていってもよいのでは、と思いました（もったいない！！）。 
自己紹介の時間が少し長いように思います。事前アンケートでもっと受講者が抱いている課題や疑問点を吸い上げていれば、グ



























SNS などを利用し、オンライン上で情報・意見交換をするコミュニティ」については Basic コー
スで 38 名（75.0%）、Advanced コースでは 5 名（29.4%）が「はい」と回答していた。「（2）
実際に集まり、対面で情報・意見交換をするコミュニティ」については Basic コースで 46 名




















   ９時４５分～  受 付
  １０時００分～  開会式
 挨 拶  ＦＤ研究検討委員会委員長 宮川 恒 
  趣旨とプログラムの説明
高等教育研究開発推進センター 准教授 酒井 博之
  １０時２０分～  セッション１
           グループ討論１：（自己紹介）「大学の授業をどう思うか」
  １１時２０分～  セッション２
           ミニ講義１：「大学授業の現在と未来」
                 高等教育研究開発推進センター 教授  飯吉 透
  １１時４５分～  セッション３
ランチと自由討論
  １３時００分～  セッション４
           グループ討論２：「大学の授業で教師に求められるもの」
  １４時００分～  セッション５
           ボディワーク：「他者とのつながり・自分とのつながり」
                          京都文教大学 教授 濱野 清志
   １５時２０分～  休 憩
  １５時３０分～  セッション６ 
           ミニ講義２：「大学授業の現場から見たプレＦＤ」
                大阪体育大学 講師 吉沢 一也
  １５時５５分～  グループ討論整理
  １６時３０分～  セッション７
           全体討論：「大学で教えるために」
  １７時３０分～  セッション８
           ミニ講義３：「大学で教えるということ」
                 高等教育研究開発推進センター 教授  大塚 雄作
  １７時５５分～  閉会式
           挨 拶・修了証授与  京都大学理事 淡路 敏之









９時４５分～  受 付
  １０時００分～  開会式
 挨 拶  ＦＤ研究検討委員会委員長 宮川 恒 
  趣旨とプログラムの説明
高等教育研究開発推進センター 准教授 酒井 博之
  １０時２０分～  セッション１
           全体討論１：（自己紹介）「教える側からみた大学授業」
  １１時４５分～  セッション２
ランチと自由討論
  １３時００分～  セッション３




           休 憩 （10分） 
  １５時２０分～  セッション４  
           グループ・全体討論 
            
 
 
  １７時５５分～  閉会式
           挨 拶・修了証授与  京都大学理事 淡路 敏之











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



















































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   



















































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   












   教師と学生とのかかわりは、知的な交流のみではなく、情緒的な交流、学ぶことに
意味を感じることの共有など、全部が絡まりあっていること 
   自分自身が自分の人生を、無理なく、できる限り全体的に生きているかどうか 
   落ち込んで何もする気のしない自分をどのように生きていこうとするか 
     → 心と体の現象を私の経験にしていくところに個性があらわれる 





  「崖から落ちる」たとえばなし 自己理解のために 
   そこに見出される主体性と落ちていく自分の存在 




  何を教えることが大切か。 
  人それぞれのその時活用できるその人の資源を十分に活かせる多様な環境を整える 





  実践その① 手を観察する 
   両手を目でながめて自分の手がどんな手かよく観察する（１～２分） 
   目を閉じて、両手を身体の前に浮かし、動かさないで、観察する（１～２分） 
   二つのモードの観察で体験したことから気づくことを話し合う 
 
考えるヒント：一人称の身体（主観的身体）と三人称の身体（客観的身体）のちがい 







濱 野 清 志 
実践その② 動きを通して相手に触れる 
   背中から観察して、相手の動きを捉え、伝える 
   自分が感じる自分の体験と他者から見た自分の体験 
   関わりつつ、信頼関係を築くことのコツ 







   マインドフルネス ３分間呼吸法 ただひたすら自然な自分の呼吸を観察する 
   その体験を、正直にながめ、話し合う 
 






   気のボールをつくって味わう 
   たがいの気のボールに触れ合う 










     藤原勝紀『からだ体験モードで学ぶカウンセリング』 ナカニシヤ出版 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2013.08.05 京都大学 大学院生のための教育実践講座 2013 
 
セッション 3 模擬公開授業・検討会 
教職課程科目「教育原理」を一例として 
 













 スケジュール  
 
  １．ガイダンス 
 ２．なぜ教育の歴史を学ぶのか  
  ３．西洋近代の教育思想と実践① 「近代教育学の父」、コメニウス 
  ４．西洋近代の教育思想と実践② 「子どもの発見者」、ルソー 
  ５．西洋近代の教育思想と実践③ 幼児教育の実践者たち、ペスタロッチ・フレーベル 
  ６．西洋近代の教育思想と実践④ 子どもの権利の提唱者、ケイ 
  ７．日本の教育制度と思想① 近代学校教育制度の登場 
  ８．日本の教育制度と思想② 公教育制度の整備と国家主義教育の形成 
  ９．日本の教育制度と思想③ 新中間層の興隆と大正新教育運動 
  １０．日本の教育制度と思想④ 戦時下の教育から戦後の教育へ 
  １１．現代教育の課題を考える① 教育病理問題の顕在化と学校・教師批判 
  １２．現代教育の課題を考える② なぜ、「ゆとり教育」は実施されたのか 
  １３．現代教育の課題を考える③ いじめの温床！？、学級（クラス）の歴史 
  １４．現代教育の課題を考える④ 育児・しつけをめぐる問題の再考 










  第１３回 １３．現代教育の課題を考える③ いじめの温床！？、学級（クラス）の歴史 
   １．学級（クラス）の病理、「教室内
ス ク ー ル
カースト」 
   ２．明治～大正期における学級制度の導入と展開 
    ●日本の学級の特徴 ●等級制から学級制へ ●学習以外の活動をする学級 
   ３．学級（クラス）は「あって当たり前」の組織ではない 
 
 
 レジュメ （模擬授業に相当する部分） 
 
  ２．明治～大正期における学級制度の導入と展開 
   ○日本の学級の特徴 
    「学級はかくあるべき」 ・学級共同体言説 
                 ・教師・生徒一体性言説 
 
   ○等級制から学級制へ 
    学制発布による欧米をモデルとした学校教育制度の導入は、人々に大きな困惑を与えた。 
     ・時間による拘束 ・師匠→教師、寺子→児童 ・「教室」の誕生 
 
    学校教育の効用を人々に理解させるため、明治政府は等級制を導入した。 
    1892（明治 24）年、文部省令「学級編成等ニ関スル規則」により、それまでの等級制に
代わり、学級制が導入される。 
     「一人ノ本科正教員ノ一教室ニ於テ同時ニ教授スヘキ一団ノ児童ヲ指シタルモノニシ
テ従前ノ一年級二年級等の如キ等級ヲ云フニアラス」 
    その目的は、国民国家を担う児童を規律化することであった。 
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                                              京都大学 FD 研究検討委員会 






お名前：                    
 
ご所属：                  
*京大以外の方は，大学名もお書き下さい 
あてはまる番号 1 つを〔  〕内にご記入下さい。 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士                                〔   〕 
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上         〔   〕 
■大学院生以外の方 
① PD   ②研究員   ③その他（                       ）  〔     〕 
   参加コース： ① Basic    ② Advanced                         〔   〕 
 
問１ この講座のことをどのようにして知りましたか？（あてはまる番号すべてを〔  〕
内にご回答の上、⑥・⑨の場合は詳細を（  ）内にご記入下さい）  
〔   〕  
 ① 指導教員から  ② その他の教員から  ③ 友人から  ④ 大学の HP で 
 ⑤ センターの HP で  ⑥ ポスターで（掲示場所：                              ） 
 ⑦ ビラで    ⑧ E メール，郵便による案内で   ⑨ その他（            ） 
 
問２ 大学での教育経験はありますか？ある方は行っている年数もお答え下さい。（あて
はまる番号すべてを〔  〕内にご回答の上、②・③の場合は年数を（  ）内にご記
入下さい） 
〔   〕  





問３ 大学教員になることをどの程度希望していますか。（あてはまる番号 1 つを〔  〕
内にご記入下さい）   〔   〕 
 ① 全く希望していない  ② あまり希望していない  ③ どちらともいえない   
 ④ やや希望している ⑤ 非常に希望している 
 
問４ どうして、この講座を受講しようと思いましたか？（あてはまる番号 1 つを〔  〕
内にご記入下さい） 
 問４－１.大学での教育活動に関心があるから。〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－２.大学で教えるための知識・技術を身につけたいから。〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－３.大学教育について考える機会が欲しかったから。〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－４.実際に教育に関わる中で悩んだり困ったりしたことがあるから。〔   〕 




ら〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－６.他の大学院生と，大学教育について意見交換したかったから。〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－７.他の大学院生と人間関係をつくりたかったから。〔   〕 
①全く当てはまらない ②やや当てはまらない ③どちらともいえない 
④やや当てはまる ⑤非常に当てはまる 
 
 問４－８.今後自分が大学教員として就職する際に有利になると思ったから。〔     〕 














【これ以降は、Advanced コースの参加者のみお答え下さい】                                               
問５ 「模擬公開授業・検討会」では、参加者のうちどなたかに実際に模擬授業を行って
いただく予定です（1 授業につき概要説明 10 分＋実演 20 分程度）。あなたがその授業者と
なり、模擬授業を行っていただくことは可能ですか？（あてはまる番号 1 つを〔  〕内に
ご記入下さい。②の場合は、懸案事項を（  ）内にご記入下さい）   〔      〕 
 ① 行うことは可能     
② 条件によっては可能（懸案事項：                                         ） 
③ 行うことは不可能                                                 
 
問６ いずれかの教員免許をお持ちですか？（あてはまる番号すべてを〔  〕内にご記入下
さい。④の場合は、詳細を（  ）内にご記入下さい） 
〔                   〕 
①小学校   ②中学校   ③高等学校   ④その他（               ）  ⑤なし 
 
問７ 小・中・高等学校での指導経験はありますか？（あてはまる番号すべてを〔  〕内に
ご記入下さい） 
〔                   〕 
①小学校であり  ②中学校であり   ③高等学校であり   ④なし 
 
問８ 塾・家庭教師などでの指導経験はありますか？（あてはまる番号 1 つを〔  〕内にご
記入下さい）〔      〕 
  ①あり   ②なし 
 
問９ 学部生時代に受けた授業はどの程度満足なものでしたか？（あてはまる番号 1 つを
〔  〕内にご記入下さい）〔      〕 
  ①まったく満足していない   ②あまり満足していない   ③どちらともいえない 




































                                              京都大学 FD 研究検討委員会 







お名前：                   
 
ご所属：                 
あてはまるもの 1 つに○をつけて下さい 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士    
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上 
■大学院生以外の方 







 ５．非常に満足している   ４．まあまあ満足している  ３．どちらとも言えない













 ５．非常に有意義だった  ４．まあまあ有意義だった  ３．どちらとも言えない
 ２．あまり有意義ではなかった  １．まったく有意義ではなかった

（１）グループ討論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １

（２）ミニ講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １































                                              京都大学 FD 研究検討委員会 







お名前：                   
 
ご所属：                 
あてはまるもの 1 つに○をつけて下さい 
   ご身分： 
■大学院生の方 
   課程  ① 修士  ② 博士    
学年  ① 1 年  ② 2 年  ③ 3 年  ④ 4 年以上 
■大学院生以外の方 







 ５．非常に満足している   ４．まあまあ満足している  ３．どちらとも言えない













 ５．非常に有意義だった  ４．まあまあ有意義だった  ３．どちらとも言えない
 ２．あまり有意義ではなかった  １．まったく有意義ではなかった


（１）模擬公開授業・検討会・・・・・・・・・・・・・・・５  ４  ３  ２  １



















    ご協力ありがとうございました
− 93 −
II − 4.　新任教員教育セミナー 2013
1.　プログラムの目的と経緯
1‒1.　全学的な取組として







・FD 研究検討委員会において FD の現状分析を行い、情報の共有化を促進する。
・在学生、卒業生による授業評価の実施について検討する。
・部局 FD への支援を行う。
・院生・OD 等を対象としたプレ FD の普及を行う。
・初任者研修を実施する。
・ワークショップ等による情報の共有化を図る。









































　　助教：203 名（助教 43 名、特定助教 106 名、大学院担当助教 54 名）
　　講師：47 名（講師 12 名、特定講師 15 名、大学院担当講師 20 名）
　　准教授：82 名（准教授 16 名、特定准教授 29 名、大学院担当准教授 37 名）
　　教授：32 名（教授 5 名、特定教授 8 名、大学院担当教授 19 名）
□参加者（計 89 名）
　　助教：40 名（助教 10 名、特定助教 12 名、大学院担当助教 18 名）
　　講師：13 名（講師 6 名、特定講師 2 名、大学院担当講師 5 名）
　　准教授：26 名（准教授 9 名、特定准教授 5 名、大学院担当准教授 12 名）

























  203 43 教 106 名、大学院担当助教 54 名）
  47 12 15 名、大学院担当講師 20 名）
  准教授：82 名（准教授 16 名、特定准教授 29 名、大学院担当准教授 37 名）
  教授：32 名（教授 5 名、特定教授 8 名、大学院担当教授 19 名）
 
□参加者（計 89 名） 
  助教：40 名（助教 10 名、特定助教 12 名、大学院担当助教 18 名）
































　　新採：73 名、昇進：15 名、その他：1 名
2.　プログラムの実際
2‒1.　開催日時とタイムテーブル





  准教授：26 名（准教授 9 名、特定准教授 5 名、大学院担当准教授 12 名）




□対象者（計 364 名） 
  新採：307 名、昇進：57 名
 
□参加者（計 89 名） 






開催日時：2013 年 9 月 10 日（火） 13:00～18:00 
場所 京都大学時計台百周年記念館 国際交流ホール 




開会式（司会・進行：高等教育研究開発推進センター教授 松下 佳代） 
開会挨拶：京都大学総長 松本 紘  
趣旨説明：高等教育研究開発推進センター長 大塚 雄作 
13:10  
セッション 1：ミニ講義 1「京都大学の FD・教育改善」 
FD 研究検討委員会委員長 宮川 恒 
13:25  
セッション 2：ミニ講義 2「京大生の学習の実態」 



















  准教授：26 名（准教授 9 名、特定准教授 5 名、大学院担当准教授 12 名）




□対象者（計 364 名） 
  新採：307 名、昇進：57 名
 
□参加者（計 89 名） 












開会式（司会・進行：高等教育研究開発推進センター教授 松下 佳代） 
開会挨拶 京都大学総長 松本 紘  
趣旨説明：高等教育研究開発推進センター長 大塚 雄作 
13:10  
セッション 1：ミニ講義 1「京都大学の FD・教育改善」 
FD 研究検討委員会委員長 宮川 恒 
13:25  
セッション 2：ミニ講義 2「京大生の学習の実態」 

























セッション 3：ミニ講義 3「京大の教育的取組」 
「教養・共通教育」国際高等教育院教育院長 北野 正雄 
「京大の教育の国際化戦略」国際交流推進機構機構長 森 純一 





セッション 4: ミニ講義 4「私の授業」 
























閉会挨拶：高等教育研究開発推進センター長 大塚 雄作 
 
2-2. セッション 5 グループ討論のテーマ 














































































2-3. セッション 6 ラップアップ（各グループではどのような議論が行われたのか） 





































大生は上位 3 分の 1、真ん中くらいの普通の京大生レベルが 3 分の 1、下の方にあまり勉強し
























































































































































































の 5 件法で尋ねた。平均で 3.47 ～ 4.26 となり、全体として高い評価を得ることができた。

















5 件法で尋ねた。平均で 3.47～4.26 となり、全体として高い評価を得ることができた。特にセ
ッション 4「私の授業」が 4.26、セッション 5「グループ討論：京大でどう教え、指導するか」
が 4.24 と高い値を示した。 
 


















































































































































































5 件法で尋ねた。平均で 3.47～4.26 となり、全体として高い評価を得ることができた。特にセ
ッション 4「私の授業」が 4.26、セッション 5「グループ討論：京大でどう教え、指導するか」
が 4.24 と高い値を示した。 
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　16:30 ～ 16:35	 開会挨拶
工学部長　北野　正雄
　16:35 ～ 17:05	 話題提供
	 「メディアやテクノロジーを利用した大学教育の最新動向」
高等教育研究開発推進センター教授　飯吉　透
　17:05 ～ 17:35	 話題提供
	 「国際高等教育院における教養共通教育の改善に向けた検討状況」
副教育院長（法学研究科教授）　土井　真一
　17:35 ～ 17:45	 休憩





　18:45 ～ 19:15	 話題提供
	 「地球工学科国際コースにおける学部教育の現状と課題」
金　哲佑
　19:15 ～ 19:30	 「委員長総括」
新工学教育プログラム実施専門委員会委員長　　　西山　峰広

















TEAL (Technology Enable Active Learning)









At M.I.T., Large Lectures Are Going the Way of the Blackboard - NYTimes.com
MIT TechTV – Perspectives of TEAL

















1. Engage in Engineering inquiry and discussion and demonstrate curiosity. Students accept 
responsibility for their own learning and are independent learners.
2. Use and calculate engineering FUNdaMENTALs (i.e., equations of motion, energy, constitutive 
equations, momentum, energy, free body diagrams, life, drag, and propulsion) to evaluate 
designs and robotic vehicle performance (homework, reading assessments, laboratory recitations, 
design reviews).
3. Approximate/estimate performance of vehicles, and possess a breadth of integrated 
fundamental knowledge in the sciences and engineering, humanities and arts (e.g. design 
notebooks, technical reports, web portfolio, laboratory recitations, poster session).
4. Effectively communicate their design ideas and process through written report, oral 
presentation and final poster presentation.
5. Team design of robotic exploration vehicle (notebooks, prototypes, drawings (hard copy and 
electronic), computer models, operational subsystems, operational vehicle, peer instruction).


















Projects expose students to fundamental electronics 
(soldering, circuits, fuses, LEDs, switches, etc) & 
instrumentation (pressure, temp, salinity, etc) as well as 



































































































































Massive Open Online Course: MITx
44
MOOC Wars? Coursera vs. edX
スター教師たちが参戦する
「教えのバトル・ロワイヤル」
























































“If  we teach today as we taught yesterday,
 we rob our children of  tomorrow.”
                                   - John Dewey (1916)
59
“If  we learn today as we learned yesterday,
 we rob ourselves of  tomorrow.”
                                   
60
